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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地レール内に配置したアジャスターに下端部を装着した支柱を天レールとの間に立起状
態に支持するとともに、間隔を隔てた両支柱の表裏両面にパネル板を取付可能な間仕切装
置において、前記アジャスターは、前記支柱の下端部に装着する受け部材と、該受け部材
に螺合して前記地レール内に載置するアジャスターボルトとからなり、前記受け部材は内
部が中空の四角筒状で下部に前記アジャスターボルトを鉛直に螺合する底面板を有すると
ともに、前記地レールに沿った方向と直交する二側面のうち、一側面にパネル板の下端を
載支するパネル支持体や他の縦枠部材を支持する係止片を一体的に突設し、他側面には前
記係止片と同じ高さに同じ機能の係止金具を着脱自在に設け、更に四側面のうち何れか一
側面に回転工具を挿入する縦長開口を形成し、前記アジャスターボルトの上端には回転工
具を係合する係合部を形成し、前記支柱の下端部を前記受け部材に装着した状態で前記縦
長開口が露出することを特徴とする間仕切装置におけるアジャスター装置。
【請求項２】
　前記アジャスターの受け部材は、前記係止片の上方の側面に前記縦長開口を形成したも
のであり、前記支柱は、断面略Ｃ字形の杆体で一側面に縦方向に開口を有するものであり
、該支柱の下端部を前記受け部材に外嵌した際に、前記開口から前記縦長開口が露出して
なる請求項１記載の間仕切装置におけるアジャスター装置。
【請求項３】
　前記アジャスターの受け部材は、スチール板を折曲形成したものであり、前記底面板の
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両側から断面略コ字形の側面部を直角に折曲して両側面部で上端が開放した四角筒状の本
体部を形成し、一方の前記側面部の中央面に前記係止片を切り起こし形成するとともに、
前記縦長開口を形成してなる請求項１又は２記載の間仕切装置におけるアジャスター装置
。
【請求項４】
　前記アジャスターの受け部材は、前記係止片の両側に、上端が該係止片の上面と同じ高
さで前記支柱の下端部を当止する突片を切り起こし形成してなる請求項３記載の間仕切装
置におけるアジャスター装置。
【請求項５】
　前記アジャスターの受け部材は、前記係止片を突設した側面とは反対側の側面に、横長
のスリット孔とその上方に螺孔若しくは下穴を形成してなり、前記係止金具は、水平な係
止板と垂直な取付板とを有するＬ字形部材で、該取付板の下端に前記係止板と反対側に係
合片を折曲形成するとともに、前記取付板に通孔を形成してなり、前記係止金具の係合片
を前記受け部材のスリット孔に係合し、前記取付板を側面に接合し、前記通孔から挿入し
たネジ若しくはタッピンネジを前記螺孔若しくは下穴に螺合して、前記係止金具を受け部
材に取付けてなる請求項１～４何れか１項に記載の間仕切装置におけるアジャスター装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、間仕切装置におけるアジャスター装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、天レールと地レールの間に下端にアジャスターを嵌着した支柱を、間隔を隔
てて複数立設するとともに、該支柱の表裏両面にパネル板を取付けてフロアを区画してな
る間仕切装置は各種提供されている（特許文献１参照）。
【０００３】
　更に詳しくは、前記支柱は、スチール板を折曲形成した中空杆体であり、一側面に上下
方向に開口した間隙を有するものである。前記アジャスターは、前記支柱の下端部に嵌入
する受け部材と、該受け部材の下面に螺合したアジャスターボルトからなっている。前記
受け部材は、スチール板を角パイプ状に折曲して形成した筒体であり、上端部は内方へ先
細となるように折曲して支柱への嵌入を案内する傾斜部を形成し、側面の上下中間部に全
て上端を同一高さとした複数のダボを突設するとともに、該受け部材の両側面に一対の係
止片を切起し形成したものである。また、アジャスターを地レールに設置したまま高さ調
節できるように、前記アジャスターボルトの上端にはドライバーを差し込むための係合溝
を形成している。
【０００４】
　ここで、前記アジャスターの受け部材に突設した係止片が、間仕切装置の表裏両面に位
置する向きにアジャスターを設定し、前記支柱の下端を当止するとともに、パネル板の下
端部を係止する機能を持たせている。しかし、間仕切装置のパネル面に面する表裏両面に
係止片を突設したので、パネル板の端面板には側方へ突出した固定縁を設けるとともに、
該固定縁に前記係止片に係止するための切欠段部を形成する必要があり、特殊なパネル板
の構造となる。
【０００５】
　また、特許文献２には、アジャスターボルトを螺合したベース体を地レール内に配置し
、該ベース体に外嵌し且つアジャスターボルトで支持される脚体の左右両側に支持金具を
着脱自在に取付け、該脚体には支柱の下端部を外挿して立起状態に支持するとともに、間
隔を隔てた両脚体の対向する一対の支持金具にパネル支持体の両端部を連結し、隣接する
両支柱の表裏両面に係止具を用いてパネル板の両側縁を係止するとともに、パネル板の下
端を前記パネル支持体に載支する構造の間仕切装置における支持装置が開示されている。
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【０００６】
　しかし、特許文献２に記載のものは、必要な箇所にのみ支持金具を取付けることができ
るという利点はあるものの、部品点数が多くコスト高であるとともに、ベース体に脚体を
載支した状態では、アジャスターボルトを回して高さを調節することができず、作業性に
問題があった。特に、パネル建て込み施工後に、支柱高さの微調整をする場合、パネル板
を外し、支柱からアジャスターを外さないとアジャスターボルトを回せず、施工作業のロ
スが多かった。
【０００７】
　因みに、特許文献３には、アジャスターボルトを螺合したベース体を地レール内に配置
し、該アジャスターボルトに載支した下部ブラケットに支柱の下端部を嵌合して支持し、
前記下部ブラケットにはパネル板を係止するための係止片やパネル板の下端を載支するた
めの支承片が両側に一体形成され、前記アジャスターボルトの上端を下部ブラケットの支
持面に形成した挿通孔から支柱内部に臨ませ、支柱の下端部の側面に形成した開口からレ
ンチを挿入して前記アジャスターボルトを回転させて高さ調節することができる構造が開
示されている。しかし、パネル板を設けずに、支柱の一側面にドア枠を取付けてドアパネ
ルを開閉可能に設ける場合、ドア枠側に突出する係止片や支承片が邪魔になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第２８１７６３０号公報
【特許文献２】実公平６－３０５０号公報
【特許文献３】特開平４－１６９６３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、従来の構造の間仕切
装置にそのまま適用でき、部品点数が少なく、また施工性にも優れ、コスト低減化が可能
な間仕切装置におけるアジャスター装置を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、前述の課題解決のために、地レール内に配置したアジャスターに下端部を装
着した支柱を天レールとの間に立起状態に支持するとともに、間隔を隔てた両支柱の表裏
両面にパネル板を取付可能な間仕切装置において、前記アジャスターは、前記支柱の下端
部に装着する受け部材と、該受け部材に螺合して前記地レール内に載置するアジャスター
ボルトとからなり、前記受け部材は内部が中空の四角筒状で下部に前記アジャスターボル
トを鉛直に螺合する底面板を有するとともに、前記地レールに沿った方向と直交する二側
面のうち、一側面にパネル板の下端を載支するパネル支持体や他の縦枠部材を支持する係
止片を一体的に突設し、他側面には前記係止片と同じ高さに同じ機能の係止金具を着脱自
在に設け、更に四側面のうち何れか一側面に回転工具を挿入する縦長開口を形成し、前記
アジャスターボルトの上端には回転工具を係合する係合部を形成し、前記支柱の下端部を
前記受け部材に装着した状態で前記縦長開口が露出することを特徴とする間仕切装置にお
けるアジャスター装置を構成した（請求項１）。
【００１１】
　ここで、前記アジャスターの受け部材は、前記係止片の上方の側面に前記縦長開口を形
成したものであり、前記支柱は、断面略Ｃ字形の杆体で一側面に縦方向に開口を有するも
のであり、該支柱の下端部を前記受け部材に外嵌した際に、前記開口から前記縦長開口が
露出してなることが好ましい（請求項２）。
【００１２】
　更に、前記アジャスターの受け部材は、スチール板を折曲形成したものであり、前記底
面板の両側から断面略コ字形の側面部を直角に折曲して両側面部で上端が開放した四角筒
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状の本体部を形成し、一方の前記側面部の中央面に前記係止片を切り起こし形成するとと
もに、前記縦長開口を形成してなることがより好ましい（請求項３）。
【００１３】
　また、前記アジャスターの受け部材は、前記係止片の両側に、上端が該係止片の上面と
同じ高さで前記支柱の下端部を当止する突片を切り起こし形成してなることも好ましい（
請求項４）。
【００１４】
そして、前記アジャスターの受け部材は、前記係止片を突設した側面とは反対側の側面に
、横長のスリット孔とその上方に螺孔若しくは下穴を形成してなり、前記係止金具は、水
平な係止板と垂直な取付板とを有するＬ字形部材で、該取付板の下端に前記係止板と反対
側に係合片を折曲形成するとともに、前記取付板に通孔を形成してなり、前記係止金具の
係合片を前記受け部材のスリット孔に係合し、前記取付板を側面に接合し、前記通孔から
挿入したネジ若しくはタッピンネジを前記螺孔若しくは下穴に螺合して、前記係止金具を
受け部材に取付けてなるのである（請求項５）。
【発明の効果】
【００１５】
　以上にしてなる請求項１に係る発明の間仕切装置におけるアジャスター装置は、地レー
ル内に配置したアジャスターに下端部を装着した支柱を天レールとの間に立起状態に支持
するとともに、間隔を隔てた両支柱の表裏両面にパネル板を取付可能な間仕切装置におい
て、前記アジャスターは、前記支柱の下端部に装着する受け部材と、該受け部材に螺合し
て前記地レール内に載置するアジャスターボルトとからなり、前記受け部材は内部が中空
の四角筒状で下部に前記アジャスターボルトを鉛直に螺合する底面板を有するとともに、
前記地レールに沿った方向と直交する二側面のうち、一側面にパネル板の下端を載支する
パネル支持体や他の縦枠部材を支持する係止片を一体的に突設し、他側面には前記係止片
と同じ高さに同じ機能の係止金具を着脱自在に設けているので、地レール内に配置したア
ジャスターに下端部を装着した支柱を天レールとの間に立起状態に支持するとともに、間
隔を隔てた両支柱の表裏両面にパネル板を取付ける場合に、受け部材の両側に係止片と係
止金具を突設すると、対向する係止片と係止金具間に、あるいは係止片と係止片間に、あ
るいは係止金具と係止金具間に、従来のものと同様にパネル支持体の両端部を連結し、隣
接する両支柱の表裏両面に係止具等を用いてパネル板の両側縁を係止するとともに、パネ
ル板の下端を前記パネル支持体に載支することができ、同様に隣接する支柱間にガラスパ
ネルを装着する場合には、前記係止片と係止金具を用いてガラス枠体を取付けることがで
きる。そして、支柱の一側面側にパネル板以外の他の構成部材、例えば壁面に固定する壁
面レールや戸当り枠材等が位置する場合で、アジャスター装置の側面に突起部があると干
渉するような場合には、その側に前記係止金具を取付けてない側面を向けることにより、
干渉を防ぐことができる。更に、受け部材の四側面のうち何れか一側面に回転工具を挿入
する縦長開口を形成し、前記アジャスターボルトの上端には回転工具を係合する係合部を
形成し、前記支柱の下端部を前記受け部材に装着した状態で前記縦長開口が露出するので
、支柱の下端部をアジャスターの受け部材に装着して立起状態としたまま、更には支柱に
パネル板を取付けたまま、パネル板を取付けてない側に露出している前記縦長開口から挿
入した回転工具を前記アジャスターボルトの上端の係合部に係合して、該アジャスターボ
ルトを回転させて高さを微調節することができ、施工が容易になる。
【００１６】
　請求項２によれば、前記アジャスターの受け部材は、前記係止片の上方の側面に前記縦
長開口を形成したものであり、前記支柱は、断面略Ｃ字形の杆体で一側面に縦方向に開口
を有するものであり、該支柱の下端部を前記受け部材に外嵌した際に、前記開口から前記
縦長開口が露出してなるので、従来からある断面略Ｃ字形の通常の支柱を用いて、その開
口を前記アジャスターの受け部材の前記縦長開口が形成された面に対応するように、支柱
の下端部を前記受け部材に装着するだけで、前記開口から前記縦長開口が露出するので、
施工中の高さ調節が簡単である。
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【００１７】
　請求項３によれば、前記アジャスターの受け部材は、スチール板を折曲形成したもので
あり、前記底面板の両側から断面略コ字形の側面部を直角に折曲して両側面部で上端が開
放した四角筒状の本体部を形成し、一方の前記側面部の中央面に前記係止片を切り起こし
形成するとともに、前記縦長開口を形成してなるので、溶接することなく板金可能で簡単
に製造することができ、底面板に対して両側面部が内外に弾性変形することにより、前記
支柱の下端部内に嵌合した際に、ガタツキなく装着することができる。また、前記縦長開
口を形成すると同時に、前記係止片を切り起こし形成することができ、材料の節約が図れ
る。
【００１８】
　請求項４によれば、前記アジャスターの受け部材は、前記係止片の両側に、上端が該係
止片の上面と同じ高さで前記支柱の下端部を当止する突片を切り起こし形成してなるので
、前記受け部材に支柱の下端部を嵌挿した際に突片に当接させて位置決めすることができ
るとともに、支柱にパネル板を取付けた際の重量を安定に支持することができる。
【００１９】
　請求項５によれば、前記アジャスターの受け部材は、前記係止片を突設した側面とは反
対側の側面に、横長のスリット孔とその上方に螺孔若しくは下穴を形成してなり、前記係
止金具は、水平な係止板と垂直な取付板とを有するＬ字形部材で、該取付板の下端に前記
係止板と反対側に係合片を折曲形成するとともに、前記取付板に通孔を形成してなり、前
記係止金具の係合片を前記受け部材のスリット孔に係合し、前記取付板を側面に接合し、
前記通孔から挿入したネジ若しくはタッピンネジを前記螺孔若しくは下穴に螺合して、前
記係止金具を受け部材に取付けてなるので、受け部材に係止金具を簡単且つ確実に取付け
ることができ、上下方向の支持強度も高い。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係るアジャスターを用いた間仕切装置の分解斜視図である。
【図２】パネル板を取付ける前の間仕切装置の下部構造を示す部分正面図である。
【図３】同じく間仕切装置の上部構造を示す部分断面図である。
【図４】間仕切装置の横断平面図である。
【図５】間仕切装置の下部構造を示す縦断側面図である。
【図６】本発明に係るアジャスターの斜視図である。
【図７】同じくアジャスターを示し、（ａ）は左側面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は右側
面図、（ｄ）は平面図である。
【図８】アジャスターによる高さ調節の様子を示す部分縦断正面図である。
【図９】隣接する支柱間にドア枠を取付ける場合の施工途中の状態を示す正面図である。
【図１０】ドア枠の分解正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に、添付図面に示した実施形態に基づき、本発明を更に詳細に説明する。図１は間仕
切装置の分解斜視図、図２～図５はその各部の詳細を示し、図６～図８はアジャスターを
示し、図中符号１は地レール、２は天レール、３は支柱、４はアジャスター、５は天支持
金具、６はパネル板、７はパネル支持体、８はドア枠をそれぞれ示している。
【００２２】
　本実施形態の間仕切装置は、上方開放した断面略コ字形の地レール１の内部に、支柱３
の下端部に装着したアジャスター４を配置するとともに、該支柱３の上端部に上下方向に
調節可能に設けられた天支持金具５を、下方開放した断面略コ字形の天レール２の内部に
嵌合して、該支柱３を立起状態に支持するとともに、間隔を隔てた両支柱３，３の表裏両
面にパネル板６，６を取付けるものである。ここで、前記アジャスター４，４間に、従来
のものと同様にパネル支持体７の両端部を連結し、隣接する両支柱３，３の表裏両面に係
止具９，…等を用いてパネル板６の両側縁を係止するとともに、パネル板６の下端を前記
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パネル支持体７に載支する。また、適宜隣接する両支柱３．３にドア枠８を連結して図示
しないドアパネルを取付け、あるいはガラス枠体を取付けてガラスパネルを支持すること
もある。
【００２３】
　前記アジャスター４は、図１～図８に示すように、前記支柱３の下端部に装着する受け
部材１０と、該受け部材１０に螺合して前記地レール１内に載置するアジャスターボルト
１１とからなり、前記受け部材１０は内部が中空の四角筒状で下部に前記アジャスターボ
ルト１１を鉛直に螺合する底面板１２を有するとともに、前記地レール１に沿った方向と
直交する二側面のうち、一側面にパネル板６の下端を載支するパネル支持体７や他の縦枠
部材を支持する係止片１３を一体的に突設し、他側面には前記係止片１３と同じ高さに同
じ機能の係止金具１４を着脱自在に設け、更に四側面のうち何れか一側面に回転工具Ｄを
挿入する縦長開口１５を形成し、前記アジャスターボルト１１の上端には回転工具Ｄを係
合する係合部１６を形成し、前記支柱３の下端部を前記受け部材１０に装着した状態で前
記縦長開口１５が露出するようになっている。
【００２４】
　ここで、前記アジャスター４の受け部材１０は、前記係止片１３の上方の側面に前記縦
長開口１５を形成したものであり、前記支柱３は、図１、図３及び図４に示すように、断
面略Ｃ字形の杆体で一側面に縦方向に開口１７を有するものであり、該支柱３の下端部を
前記受け部材１０に外嵌した際に、前記開口１７から前記縦長開口１５が露出するように
している。
【００２５】
　更に詳しくは、前記アジャスター４の受け部材１０は、図６及び図７に示すように、ス
チール板を折曲形成したものであり、前記底面板１２の両側から断面略コ字形の側面部１
８，１９を直角に折曲して両側面部１８，１９で上端が開放した四角筒状の本体部を形成
し、一方の前記側面部１８の中央面に前記係止片１３を切り起こし形成するとともに、該
係止片１３を切り起こした穴を利用して前記縦長開口１５を形成している。また、前記ア
ジャスター４の受け部材１０は、前記係止片１３の両側に、上端が該係止片１３の上面と
同じ高さで前記支柱３の下端部を当止する突片２０，２０を切り起こし形成している。
【００２６】
　前記底面板１２の中央部には、上方へ向けてバーリング加工して前記アジャスターボル
ト１１を螺合する螺孔２１を形成し、前記係止片１３は平面視略Ｔ字形であり、先端部の
中央に孔２２を形成し、前記縦長開口１５の下部は前記係止片１３を切り起こし形成した
ことにより横幅の広い部分を有し、この拡幅部２３から受け部材１０の内部を覗き込むこ
とができ、該縦長開口１５に傾斜状態で挿入したドライバー等の回転工具Ｄを、前記アジ
ャスターボルト１１の上端部の係合部１６に係合させる作業が容易になる。また、前記両
側面部１８，１９で、前後面に対応する上部にそれぞれ二つずつ半球状のダボ２４，…を
突設し、前記支柱３の下端部を外嵌した際に、支柱３の内面に圧接するようになっている
。
【００２７】
そして、前記アジャスター４の受け部材１０は、前記係止片１３を突設した側面とは反対
側の側面に、横長のスリット孔２５とその上方に螺孔若しくは下穴２６を形成してなり、
前記係止金具１４は、水平な係止板２７と垂直な取付板２８とを有するＬ字形部材で、該
取付板２８の下端に前記係止板２７と反対側に係合片２９を折曲形成するとともに、前記
取付板２８に通孔３０を形成してなり、前記係止金具１４の係合片２９を前記受け部材１
０のスリット孔２５に係合し、前記取付板２８を側面に接合し、前記通孔３０から挿入し
たネジ若しくはタッピンネジ３１を前記螺孔若しくは下穴２６に螺合して、前記係止金具
１４を受け部材１０に取付ける。ここで、前記係止板２７は、平面視略Ｔ字形であり、先
端部の中央に孔３２を形成するとともに、前記取付板２８の上端両側に、該取付板２８の
上面と面一になるように当止片３３，３３を上向き突設している。
【００２８】
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　前記支柱３は、断面略コ字形の本体杆３４の開口縁の両側から対向する方向に補強片３
５，３５を折曲形成した断面略Ｃ字形であり、前記補強片３５，３５の上下端部を切欠す
るとともに、反対側の本体杆３４の側面板３６の上下端部を切欠し、切欠縁が統一高さと
なっている。そして、この支柱３の下端部を前記受け部材１０に外挿すると、前記補強片
３５，３５の下端が前記受け部材１０の突片２０，２０に当接するとともに、前記側面板
３６の下端が前記係止金具１４の当止片３３，３３に当接する。ここで、前記支柱３に対
して左右逆に前記受け部材１０を嵌着した場合には、前記補強片３５，３５の下端が前記
係止金具１４の当止片３３，３３に当接するとともに、前記側面板３６の下端が前記受け
部材１０の突片２０，２０に当接する。従って、前記係止金具１４を前記受け部材１０に
取付けない場合でも、前記突片２０，２０に支柱３の補強片３５，３５の下端か、あるい
は側面板３６の下端が当接するので、該支柱３に掛かる荷重を確実にアジャスター４で支
持することができる。
【００２９】
　前記受け部材１０は、前記底面板１２の両側から断面略コ字形の側面部１８，１９を直
角に折曲して四角筒状の本体部を形成したものであるが、両側面部１８，１９を直角に折
曲しても弾性復元によって完全に接合することはできない。つまり、両側面部１８，１９
の上端部は若干開いた状態となり、必然的に内外への弾力性を備えている。そのため、前
記支柱３の下端部を前記受け部材１０の上部に外挿する際に、前記側面部１８，１９を接
近する方向に変形させながら弾性的に嵌合するので、前記ダボ２４，…の存在と相俟って
ガタツキのない連結ができる。
【００３０】
　前記パネル支持体７は、図１、図２、図３及び図５に示すように、断面略ハット形であ
り、即ち下方開放した断面略コ字形の杆体３７の前後両側に水平に受板３８，３８を外向
きに形成したものであり、前記杆体３７の両端部を前記アジャスター４の係止片１３と、
アジャスター４に取付けた係止金具１４の係止板２７に載置するとともに、タッピンネジ
３９，３９を杆体３７の通孔４０，４０に通してそれぞれ係止片１３の孔２２と係止板２
７の孔３２に螺合する。
【００３１】
　間仕切装置を施工する場合、前記支柱３の下端部に前記アジャスター４を装着した状態
で、未施工側に前記支柱３の開口１７とアジャスター４の縦長開口１５を向けて前記地レ
ール１と天レール２間に立設し、隣接する一方のアジャスター４の係止片１３と他方のア
ジャスター４に取付けた係止金具１４の係止板２７に、前述のように前記パネル支持体７
の両端部を連結する。前記パネル支持体７を隣接するアジャスター４，４間にわたって連
結することにより、支柱３，３の間隔は正確に規定される。そして、両支柱３，３の表裏
両面に前記係止具９，…を用いて前記パネル板６の裏面両側部を係止するとともに、該パ
ネル板６の下端を前記パネル支持体７の受板３８に載支する。ここで、前記パネル板６を
支柱３，３に取付ける前、あるいは取付けた後に、支柱３の高さを調節する必要がある場
合には、前記アジャスター４の縦長開口１５から回転工具Ｄを挿入し、前記アジャスター
ボルト１１の上端の係合部１６に係合させて、該アジャスターボルト１１を回転させて高
さを微調節することができる。この支柱３の立設と、パネル支持体７の連結と、パネル板
６の取付作業を、前記地レール１と天レール２に沿って順次行うのである。尚、前記パネ
ル板６の支柱３への取付けは、全ての支柱３，…を、その間隔と高さを正確に調節して立
設した後に、最後に行ってもよい。
【００３２】
　図９及び図１０は、隣接する支柱３，３間にドア枠８を設ける場合を示している。前記
ドア枠８は、縦枠４１と上横枠４２とからなっている。前記ドア枠８を設ける位置の両支
柱３，３は、前記側面板３６を設けた側が間口に面するように地レール１と天レール２間
に立設する。ここで、前記地レール１は、ドア枠８を設ける空間には設けずに、床面のま
まとする。そして、間口左側（図９の左側）の支柱３に対しては、前記縦枠４１の一側部
を前記支柱３に外嵌した状態で、間口側から該縦枠４１を貫通させた固定ネジ４３，…を
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支柱３の側面板３６に螺合して取付ける。一方、間口右側（図９の右側）の支柱３に対し
ては、前記縦枠４１の一側部を前記支柱３に外嵌した状態で、前記支柱３の開口１７から
側面板３６を貫通させた短い固定ネジ４４，…を前記縦枠４１の内部補強４５，…に螺合
して取付ける。ここで、左側の縦枠４１も内部補強４６，…が存在する位置で前記固定ネ
ジ４３を貫通させて支柱３にネジ止めする。そして、両縦枠４１，４１の上端間に上横枠
４２を上方から嵌合して、連結ネジ４７，４７で前記縦枠４１，４１に連結して、ドア枠
８を形成する。一方の縦枠４１の下端部とその直上の上横枠４２の下面には、ヒンジ部材
４８，４９を設け、図示しないドアパネルを開閉可能に支持できるようになっている。
【００３３】
　この場合、前記支柱３の前記ドア枠８を設ける間口に面する側には、前記縦枠４１を該
支柱３に取付けるのに邪魔であれば、前記アジャスター４に係止金具１４を取付けず、ま
た前記係止金具１４を積極的に利用して前記縦枠４１を支持する構造の場合には前記アジ
ャスター４に係止金具１４を取付けて置けば良く、施工性や縦枠４１の構造に応じて選択
することができる。本実施形態では、前記係止金具１４をアジャスター４に取付けていて
も、前記縦枠４１に干渉しないので、該係止金具１４を取付けたまま使用している。この
ような施工性における自由度は、前記アジャスター４の受け部材１０の一側面に、前記係
止金具１４を着脱可能としたことによる。
【００３４】
　前記支柱３の一側面側に前記パネル板６を支持するパネル支持体７以外の他の構成部材
、例えば壁面に固定する壁面レールや戸当り枠材、二重ガラスの枠体等が位置する場合で
、アジャスター４の受け部材１０の側面に突起部があると干渉するような場合には、その
側に前記係止金具１４を取付けてない側面を向けることにより、干渉を防ぐことができる
。そのような場合、従来は係止片１３を切り落としたり、曲げたりして対処していたが、
本発明では前記係止金具１４を着脱自在としたことで、アジャスター４の設置位置に応じ
て係止金具１４の要否を選択し、またアジャスター４の向きを変えることで容易に対応で
きるのである。
【符号の説明】
【００３５】
１　地レール、　　　　　　２　天レール、
３　支柱、　　　　　　　　４　アジャスター、
５　天支持金具、　　　　　６　パネル板、
７　パネル支持体、　　　　８　ドア枠、
９　係止具、　　　　　　　１０　受け部材、
１１　アジャスターボルト、１２　底面板、
１３　係止片、　　　　　　１４　係止金具、
１５　縦長開口、　　　　　１６　係合部、
１７　開口、　　　　　　　１８　側面部、
１９　側面部、　　　　　　２０　突片、
２１　螺孔、　　　　　　　２２　孔、
２３　拡幅部、　　　　　　２４　ダボ、
２５　スリット孔、　　　　２６　下穴、
２７　係止板、　　　　　　２８　取付板、
２９　係合片、　　　　　　３０　通孔、
３１　タッピンネジ、　　　３２　孔、
３３　当止片、　　　　　　３４　本体杆、
３５　補強片、　　　　　　３６　側面板、
３７　杆体、　　　　　　　３８　受板、
３９　タッピンネジ、　　　４０　通孔、
４１　縦枠、　　　　　　　４２　上横枠、
４３　固定ネジ、　　　　　４４　固定ネジ、
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４５　内部補強、　　　　　４６　内部補強、
４７　連結ネジ、　　　　　４８　ヒンジ部材、
４９　ヒンジ部材、
Ｄ　回転工具。

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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